
予算額 決算額
（見込）

1 10101060
公園防災機能向上事
業

その他

広域避難場所や幹線道路沿いなどの
公園において、防災関連施設を整備
し、身近な公園の防災機能の向上を
図ります。

●防災機能向上を図るため、関係部局と調整
し菅馬場公園の整備に向けた現地測量を実施

6,908 53,850 3 P2

2 10101130 水防業務 その他

水防警報等の発令に伴い、河川パト
ロール等の水防活動を実施するとと
もに、洪水ハザードマップの改定や周
知により、防災力の向上を図ります。

●水防警報発令時に、防災関係機関に水防情
報等を伝達するとともに、河川パトロールを実
施
●浸水地域の自主防災組織を対象とした防災
ワークショップを行い、洪水ハザードマップの周
知・啓発、マイ・タイムラインの作成支援を実施

0 0 3 P4

3 10103070
耐震対策等橋りょう整
備事業

施設の
管理・運
営

主要な橋については、目標とする耐
震性能を引き上げるとともに、比較的
小規模な橋についても防災上の視点
で重要性が高いものは耐震化を実施
し、公共構造物の安全性、信頼性をさ
らに向上させていきます。

●比較的規模の大きい主要な橋りょうについて
は、塩浜陸橋・餅井坂陸橋の耐震対策を実施
●一般橋りょうについては、白根橋等の耐震対
策を実施（12橋）

362,880 249,850 3 P6

4 10105010 河川計画事業 その他

「水防災意識社会再構築ビジョン」に
基づく取組の進行管理や市内河川の
治水対策や関連計画の検討関係機
関との協議調整を行います。

●「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づく取
組の進行管理は、多摩川及び鶴見川水系流域
治水プロジェクトに基づく取組を関係機関と連
携し推進
●平瀬川ブロック河川整備計画を、河川管理
者の神奈川県と連携し令和4年2月に策定

12,462 8,227 2 P8

5 10105020
五反田川放水路整備
事業

その他
五反田川の洪水全量を地下トンネル
で直接多摩川へ放流する放水路の整
備を進めます。

●令和5年度の完成に向け、放水路分流部及
び放流部については、建築工事等が予定通り
進捗
●令和2年度より暫定運用を開始しましたが、
多摩川への放流式から貯留式の運用にとど
まっているため、整備効果の発現が限定的

1,535,121 2,031,711 4 P10

6 10105030 河川改修事業 その他
3年に1回程度（時間雨量50mm）の降
雨に対応した河川改修を進め、治水
安全度の向上を図ります。

●平瀬川支川改修事業として、左岸34mを整備
工事を実施
●三沢川改修事業として、用地取得に向けた
測量業務を実施

38,877 68,537 3 P12

7 10105040 河川施設更新事業 その他
治水安全度の確保のため、護岸改修
工事を実施するほか、老朽化した河
川施設の更新を計画的に進めます。

●平瀬川護岸改修として、稲荷橋から前橋区
間の右岸１９ｍ、左岸７１ｍが完成
●上河原堰堤の長寿命化に向け、詳細設計に
着手

348,936 293,750 3 P14

8 10202020 安全施設整備事業
施設の
管理・運
営

交通事故の抑止を目的とした歩道設
置や交差点改良、道路反射鏡、防護
柵、区画線などを整備及び維持補修
し、歩行者等の安全を確保します。

●歩行者と車両の分離等のための歩道を設置
（延長692ｍ）
●カラー舗装などの交差点改良の実施（35箇
所）
●道路反射鏡、防護柵、区画線などの道路安
全施設の整備及び維持補修を実施

510,387 369,740 3 P16

9 10202030 放置自転車対策事業
施設の
管理・運
営

歩行者の安全な通行を確保するた
め、放置自転車の削減に向けた駐輪
場整備や適正な自転車利用の誘導な
ど総合的な対策を推進します。

●登戸駅周辺について、第６施設の拡張及び
第７施設を整備し、宮崎台駅周辺には第７施設
を、若葉台駅周辺には第１施設を整備
●若葉台駅周辺における自転車等放置禁止区
域の指定にあたり、令和３年１２月に指定の告
示（令和4年4月１日から施行）
●放置禁止区域等における撤去活動及び主要
駅をはじめ市内17駅周辺で駐輪場への誘導を
実施

986,494 878,991 3 P18

10 10202040
踏切道改善推進調査
事業

その他
歩行者等が踏切を安心・安全に通行
できるように安全性向上に向けた調
査や対策の検討を進めます。

●改良が必要な踏切道として法指定された踏
切道について、鉄道事業者等と協議調整し、踏
切除去等に向けた取組を推進
●交通安全対策協議会の夏の交通事故防止
運動で踏切の交通事故防止に向けた啓発活動
を実施

0 0 3 P20
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11 10204010
計画的な道路施設補
修事業

施設の
管理・運
営

誰もが安全・安心に道路施設を利用
できるよう、定期的な点検や予防保全
の考え方による計画的な維持管理を
適切に進め、施設の機能確保を図り
ます。

●古市場矢上線の道路擁壁、木月歩道橋など
の修繕を実施（15箇所）
●中の橋などの修繕を実施（20橋）

5,534,235 4,303,496 3 P22

12 10204030
河川・水路維持補修
事業

施設の
管理・運
営

治水安全度の確保のため、河川・水
路施設の適切な維持管理を行うととも
に、施設の長寿命化を図ります。

●施設の健全度を把握するため、河川詳細点
検（護岸等）の４年目を実施（５年１サイクル）
●河川維持管理計画（土木構造物、機械電気
設備、河川樹木）の策定

1,562,496 987,942 3 P24

13 10204040
道水路不法占拠対策
事業

その他

道路敷、水路敷及び河川敷を不法に
占有されている箇所の実態を把握す
るとともに、個別案件ごとの処理方針
に基づいた行政指導等により、不法
占拠の解消を図ります。

●関係部署と連携して不法占拠解消を推進（不
法占拠解消の件数：49件、目標値：80件）
●新たな手法による指導として、道路等の整備
計画及び安全な通行環境の確保等に支障とな
る案件に対して優先的に指導を実施

8,073 2,208 4 P26

14 10204050 道水路台帳整備事業 その他

道水路の効率的な管理や災害復旧
に寄与する道路台帳図のデジタル化
を進めます。また、土地境界確定業
務の効率的な執行と世界測地系によ
る公共座標化に向けた取組を推進し
ます。

●デジタル化した道水路台帳図の管理・閲覧シ
ステムを構築し、令和２年１０月から本格運用
し、市HPで公開しました。さらに機能を拡張しシ
ステムの一元化を図りました。
●土地境界確定業務における基準点の使用に
係るガイドライン作成や申請のオンライン化な
ど、効率的な業務の執行に向けた取組を実施

297,149 252,691 3 P28

15 30301010
緑の基本計画推進事
業

その他

緑あふれる都市環境の向上をめざ
し、「緑の基本計画」に基づく施策の
進行管理など、緑に関する総合的な
取組を進めます。

●進行管理について、各取組の実施状況等を
取りまとめ、環境審議会へ報告
●「第１期緑の実施計画」の進捗状況の評価・
検討を行い、「第２期緑の実施計画」を策定

7,758 5,505 3 P30

16 30301020 都市緑化推進事業
参加・協
働の場

花や緑に囲まれたまちを目指し、地域
緑化推進地区への花苗等の提供や
緑のボランティアなどへの活動支援、
緑化推進重点地区計画の見直し、重
点地区内の道路等の再整備などを通
じて都市緑化を推進します。

●地域緑化推進地区の新規認定に向けて、新
規公募等を実施（地域緑化推進地区新規認定
数：２箇所）
●川崎市公園緑地協会を通じ、緑のボランティ
アへの技術的支援や緑化助成制度の啓発、支
援を実施
●かわさき臨海のもりづくり区域の沿道環境整
備（東扇島地区）を実施
●緑化推進重点地区計画について、新百合丘
地区及び川崎駅周辺地区の緑化の推進、小杉
地区の計画改定を実施

242,859 208,322 3 P32

17 30301030
市民100万本植樹運
動事業

参加・協
働の場

地球温暖化防止の観点から、市民一
人ひとりの緑化への取組の普及啓発
活動として、市民からの要望で公共的
な場所に植えるため、苗木の提供を
行います。また、毎年10月の都市緑
化月間中に、植樹祭を開催し、住民、
学生、事業者も参加し、植樹を行いま
す。

●累計植樹本数が、目標の90万本を上回る
116万本に到達
●市民150万本植樹運動植樹祭を橘公園で開
催し、403本の苗木を植樹

5,496 3,031 2 P34

18 30301040
パークマネジメント推
進事業

施設の
管理・運
営

指定管理者制度を含めた更なる民間
活力の導入や、地域住民が主体とな
る身近な公園緑地のしくみづくりなど
管理運営方法の検討を進めます。

●こすぎコアパークの、民間企業との連携によ
るリニューアルオープン
●池上新町南緑道においての、Ｐ－ＰＦＩの事業
者公募・選定
●王禅寺四ツ田緑地においての、運営委託に
より週１回程度の一般開放
●看板の撤去や表記の変更による、ボール遊
びがしやすい環境づくりの推進

8,238 7,066 3 P36

19 30301060
身近な公園緑地等の
管理運営事業

参加・協
働の場

市民ボランティア団体の活動を支援
することで、市民との協働による公園
緑地等の適切な維持管理の実現を図
ります。

●公園での活動団体の主な母体である町内会
等へ働きかけ、公園緑地愛護会８公園、管理
運営協議会では１公園において新規に活動が
始まったが、過去の街路樹愛護会の廃止の影
響が大きくボランティア活動箇所数が目標未達
成となった。
●若い世代の参画促進等に向けて、各区の取
組の情報共有を図るとともに、全公園愛護団体
を対象にアンケート調査を行い、検討を実施
●新型コロナウイルス感染症拡大を受け、公園
利活用活性化イベントは実施できなかったが、
来年度以降の取組について検討

55,478 53,527 4 P38
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20 30302010 富士見公園整備事業 その他
都心における総合公園である「富士
見公園」の機能回復を図り、施設の再
編整備を進めます。

●再編整備に向け、「富士見公園再編整備基
本計画」を令和４年１月に策定し、令和４年３月
から民間事業者の公募を開始する等、民間活
力導入に向けた取組を推進

307,373 228,540 3 P40

21 30302020
等々力緑地再編整備
事業

その他

「等々力緑地再編整備実施計画」に
基づき、安全・安心で魅力あふれる公
園や効率的・効果的な施設運営等の
実現に向けて、民間活力を導入した
緑地全体の再編整備に向けた取組を
推進します。

●陸上競技場の最適化（球技専用スタジアム
への再整備等）に向けた検討の実施
●外周園路の整備等、緑地内動線の再整備に
向けた検討の実施
●民間活力導入手法や主な施設の再整備の
考え方をとりまとめた「等々力緑地再編整備実
施計画」を令和4年2月に改定

85,264 177,446 3 P42

22 30302030 生田緑地整備事業 その他
本市最大の緑の拠点である生田緑地
を、自然環境を活かした総合公園とし
て整備を進めます。

●ばら苑アクセス路の詳細設計業務委託等を
実施

174,939 150,413 3 P44

23 30302040
魅力的な公園整備事
業

その他
老朽化の進んだ公園の再整備や身
近な公園整備の推進などの取組によ
り、魅力的な公園の整備を進めます。

●中野島３丁目公園を新たに整備し、市民利
用を開始

47,296 34,871 3 P46

24 30302050 市営霊園の整備
施設の
管理・運
営

市営霊園において、安定した墓所供
給や適切な管理運営を進めます。

●新規墓所の整備については、緑ヶ丘霊園で
小区画（1㎡）の墓所を整備を開始し、目標の
200箇所を上回る220箇所の募集を実施
●無縁改葬の実施や、合葬型墓所の供給開始
による「墓所の循環利用」の促進に伴う、目標
の50箇所を上回る墓所220箇所の再募集の実
施

736,383 793,930 2 P48

25 30302060
公園施設長寿命化事
業

施設の
管理・運
営

市民が安全かつ快適に公園緑地を利
用できるよう、長寿命化計画に基づく
計画的な遊具更新と遊具点検を実施
し、公園施設の適切な維持管理を行
います。

●長寿命化計画に基づく遊具など公園施設の
設計・整備については、国の交付金を活用し取
り組んでおり、補正予算を活用し対象公園を拡
大したため、目標の11公園を大幅に上回り、下
小田中公園ほか63公園の遊具を更新
●長寿命化計画に基づき、職員による日常点
検及び専門業者による遊具及び夜間照明塔の
定期点検を実施

306,418 292,564 2 P50

26 30302070 河川環境整備事業 その他

河川・水路について、環境に配慮した
都市景観の形成や賑わいとうるおい
のあるまちづくりの一環として、親水
空間の整備を進めます。

●渋川環境整備として、木月1号橋から八幡橋
の右岸１０５ｍを「生物の水辺ゾーン」として整
備完成

59,000 54,996 3 P52

27 30302090
夢見ヶ崎動物公園に
ぎわい創出事業

施設の
管理・運
営

適切な飼育管理を行うとともに、多様
な主体との連携により、動物とのふれ
あいや環境学習の場、さらには人々
の交流を生む場として親しまれる動物
公園を目指し、公園や地域の賑わい
創出に向けた取組を進めます。

●民間活力の導入に向けデータ等のとりまとめ
や利用者利便施設整備や園路整備の設計等
を実施
●サポーターとメールによる勉強会等を開催し
ました。また、金銭及びイラスト等の寄附を受納
●近隣の複合施設等と連携して、イベントを実
施。動物たちへの年賀状コンクールを実施

76,384 68,052 3 P54

28 30303010 緑地保全事業 その他
緑地保全の推進により、市域の都市
景観の向上、地球温暖化対策、生物
多様性の保全等を図ります。

●目標とした緑地保全面積には至らなかった
が、特別緑地保全地区約2.2ヘクタールを指定
し、「緑地保全協定」からより強力に保全する
「特別緑地保全地区」へランクアップするなどの
取組を実施
●橘特別緑地保全地区のほか２地区の用地買
収を実施
●協定の新規締結には至らなかったが、企業
や教育機関等による保全活動を実施

701,038 577,245 4 P56

29 30303020 里山再生事業
施設の
管理・運
営

緑の基本計画において「緑と農の３大
拠点」として位置付けられている黒
川、岡上、早野地区の樹林地を保全・
再生することで、良好な里山環境を次
世代に継承していきます。

●里山保全の体験イベント等を実施
●岡上地区の小学校において環境教育を実施

2,921 2,757 3 P58
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30 30305010
多摩川プラン推進事
業

その他
多摩川の環境資源を活かして、憩い
の場、遊びの場となる施設の充実を
進め、多摩川の魅力向上を図ります。

●かわさき多摩川ふれあいロード（サイクリング
コース）の延伸や安全施設整備の実施
●指定管理者による、多摩川緑地バーベ
キュー広場の適正な管理
●多摩川河川敷の利活用に向けた社会実験
や利活用イベントの実施
●水辺の楽校などの環境学習・環境教育の推
進

67,206 103,933 3 P60

31 30305020
多摩川市民協働推進
事業

参加・協
働の場

市民との協働や流域自治体との連携
により、環境学習や体験活動の取組
を進め、さまざまな機会を通して多摩
川の魅力を発信します。

●市内に３校ある水辺の楽校への活動支援
（実施回数9回）
●福生市との連携による上流体験、流域懇談
会との連携による歴史リーフレットの作成を実
施
●二ヶ領せせらぎ館や大師河原水防センター
において、情報誌の発行や環境学習を実施。
「たまずん」のカワスイ及び多摩区役所への貸
出展示、多摩区役所から特別住民票の交付な
どにより魅力発信に貢献し、目標を上回る来館
者数45,931人を達成

16,279 16,006 3 P62

32 40401050
羽田連絡道路整備事
業

その他

羽田空港周辺地域及び京浜臨海部
の連携を強化し、成長戦略拠点の形
成を支えるインフラとして、羽田連絡
道路の整備を推進します。

●令和元年東日本台風等の影響により工期を
１年延伸したが、変更後の目標どおり令和4年3
月12日に開通し、工事が完了
●橋梁名称や開通日の公表を市長会見で発表
するなど、広報活動の実施により、本事業やキ
ングスカイフロントの認知度向上を図るとともに
本市のPRに貢献

89,206 5,298,351 3 P64

33 40701030
広域幹線道路整備促
進事業

その他
首都圏全体の都市構造の形成や交
通機能強化を図るため、広域的な幹
線道路網の整備を促進します。

●国道357号（多摩川トンネル区間）について
は、国が立坑部の工事着手や事業用地の測量
業務を実施するなどトンネル工事に向けた取組
を推進
●川崎駅周辺の交通円滑化については、国等
へ対策の検討、実施を求める要望活動を実施
●高速道路の利用促進については、国等へ料
金施策導入後の効果検証や利用者の利便性
向上策の検討などを求める要望活動を実施

1,403,650 1,354,680 3 P66

34 40701040
川崎縦貫道路の整備
事業

その他
本市の都市機能の強化などに資する
広域的な道路ネットワークの整備を進
めます。

●各種道路建設促進大会は書面開催となった
が、整備に向けた要望書の提出などの活動を
実施
●国道409号の街路先行整備については、国
が電線共同溝工事等を実施
●Ⅱ期計画については、「東京外かく環状道路
（東名高速～湾岸道路間）計画検討協議会」は
延期となったが、国・都・川崎市による会議を２
回行うなど、調査・検討を実施

9,600 8,924 3 P68

35 40702020 道路計画調査事業 その他

「道路整備プログラム」の適切な進行
管理を行うとともに、各種調査の実
施、計画的な道路整備に向けた調
査・検討を進めます。

●道路整備プログラムについては、前期（H28
～R3）の完成目標10工区のうち、５工区が未完
成となったことから、課題の整理を行い、計画
期間を４年間延長した後期（R4～11）の取組を
策定
●交通ビックデータの活用や実証フィールド提
供により、交通量調査の省力化や分析手法に
関する調査・検討を実施

6,967 29,080 4 P70

36 40702030 道路改良事業 その他

都市計画道路などの幹線道路網の構
築とともに、地域特性を踏まえた道路
拡幅、歩道整備などにより道路交通
環境の改善を進めます。

●都市計画道路等の整備推進のため、用地交
渉・取得、設計、工事を実施
●丸子中山茅ケ崎線（蟻山坂工区）、登戸２号
線（多摩沿線工区）など3路線3工区で工事が完
了
●東京丸子横浜線（市ノ坪工区）や世田谷町田
線（登戸工区）など５路線５工区で完成に至りま
せんでした。

6,639,521 6,670,138 4 P72

37 40702040 渋滞対策事業 その他
早期に効果発現が期待できる交差点
改良など渋滞対策を進めます。

●丸子橋交差点については、交通処理に関す
る協議に不測の日数を要したものの、令和４年
３月に対策工事に着手。
●ガス橋交差点については、歩道橋撤去後の
安全対策について交通管理者協議が難航し、
年度内に対策工事に着手ができませんでした。

32,500 11,370 4 P74

38 40702050 橋りょう整備事業 その他
橋りょうの新設・架替により道路ネット
ワークの形成・強化を図ります。

●等々力大橋は、川崎市側の橋台と橋脚工事
を実施
●末吉橋は、仮橋等の整備が完了し、令和３
年１２月に旧橋から仮橋へ交通切替を実施

751,716 527,516 3 P76
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予算額 決算額
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掲載頁

39 40702060
京浜急行大師線連続
立体交差事業

その他

渋滞緩和、踏切事故の解消、分断さ
れた地域の一体化による利便性の向
上などに向けて、京浜急行大師線の
連続立体交差化を進めます。

●１期①区間（小島新田駅～東門前駅）は、工
事完成に至らなかったが、仮設物の撤去や埋
戻し工事等を実施
●１期②区間（東門前駅～川崎大師駅　鈴木
町すり付け）は、事業費縮減等に向けた検討を
行い、１１月に検討結果を公表
●２期区間（川崎大師駅～京急川崎駅）は、都
市計画変更に向けた協議を実施

1,402,443 1,268,349 4 P78

40 40702070
ＪＲ南武線連続立体交
差事業

その他

渋滞緩和、踏切事故の解消、分断さ
れた地域の一体化による利便性の向
上などに向けて、ＪＲ南武線の連続立
体交差化を進めます。

●大規模投資的事業の今後の対応を踏まえ、
これまでよりも事業費縮減と事業期間短縮の効
果が見込まれる別線高架工法での事業化に向
け、必要な都市計画手続き等を進めることを公
表
●矢向鹿島田線等関連道路についても幅員な
どの見直しを実施

36,690 168,669 3 P80

41 40703040
自転車通行環境整備
事業

その他

自転車専用通行帯や自転車の通行
位置等を示す路面標示など地域状況
に応じた自転車通行環境整備によ
り、道路を利用するすべての人が安
全・安心で快適に通行できる道路空
間の形成に向けた取組を推進しま
す。

●殿町、溝の口駅、登戸・向ヶ丘遊園駅周辺や
自転車関連事故の発生箇所での自転車通行
環境整備約17kmを実施
●計画合計整備延長は、令和元年から３年度
までの目標の38㎞に対して、実績として42kmの
整備を完了

160,000 132,363 3 P82

42 40703045 自転車活用推進事業 その他
自転車を利用したまちの魅力向上を
目指して、地域の実情に応じた自転
車の活用を推進します。

●「川崎市自転車活用推進計画」に基づき、27
の自転車施策と事業に関する進捗管理を踏ま
えた総合的な取組を実施
●近年の自転車を取り巻く環境変化などを踏ま
え、一層の自転車施策の総合的な取組を図る
ため、本計画を改定

13,099 9,277 3 P84
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予算額
決算額
（見込）

1 10101070 本庁舎等建替事業 その他

本庁舎等について災害対策活動の

中枢拠点としての耐震性能を確保す

るため、建替えの取組を進めます。

●新本庁舎超高層棟新築工事の推進

●新本庁舎復元棟新築工事の着手

●第２庁舎解体設計の推進

（当初計画の令和元年度新本庁舎新築工事

着手に至らなかったため、全体事業計画に遅

れが生じ、完成見込みは当初計画と同じ年度

ではあるものの、令和４年度末となっていま

す。）

6,263,976 6,040,238 4 P●●

2 40205010
地域情報化推進事

業
その他

市民生活の更なる利便性の向上等

を図るため、市内の公衆無線ＬＡＮ

環境の構築を進めるとともに、地域

情報の効果的な発信を図ります。公

共データを市民サービスやビジネス

につなげるため、オープンデータの

公開を進め、その効果的な利活用を

推進します。

●かわさきWi-Fiの利用範囲の拡張（アクセス

ポイント数：目標2,400か所のところ実績1,785

か所）

●かわさきアプリの運用（アプリダウンロード

数：359,707回）

●「イベントアプリ」のサービス提供(民間事業

者等登録数：337団体)

●更なるオープンデータの公開（公開データ

セット数：319件）

●川崎市LINE公式アカウントやAIチャットボッ

トを活用した情報発信

●簡易版電子申請サービスを活用した行政

手続のオンライン化の推進

19,815 18,311 4 P●●

3 40205020
行政情報化推進事

業
その他

「情報化推進プラン」に基づく情報化

関連施策の進捗管理を進めるととも

に、マイナンバー制度の効果的・効

率的な運用や、働き方・仕事の進め

方改革に基づいたＩＣＴの活用を図り

ます。

●川崎市デジタルトランスフォーメーション

（DX）推進プランの策定

●他の自治体等とのマイナンバーによる情報

連携の安定的かつ円滑な運用

●区役所・支所へのマイナポイント支援窓口

の設置及び健康保険証利用の事前登録作業

の実施（支援件数：66,034件）

●1,000台のテレワーク専用端末を活用した

モバイルワーク・在宅勤務の本格運用開始

●ICT活用・ワークスタイル検討部会における

新本庁舎での機器や回線など環境整備の検

討及び全庁への提示

164,429 143,440 3 P●●

4 40205030 電子申請推進事業 その他

パソコンなどを利用してインターネッ

ト上から24時間申請することが可能

な電子申請システムの安全で安定

的な運用を行い、利便性の高い電子

行政サービスを提供します。

●電子申請システムの安定的な運用及び利

用者の利便性向上に向けた機能改善の実施

（電子申請システムの利用件数：目標

172,000件、実績437,158件）

●次期電子申請システムの導入に向けた検

討

●IDC（インターネットデータセンター）の適切

な運用

326,002 323,989 2 P●●

5 40901010
シティプロモーション

推進事業
その他

本市の多様な魅力をさまざまなメ

ディアやブランドメッセージを効果的

に活用し、市内外や海外に情報発信

するとともに、民間活力を活かした地

域資源の発掘や新たな魅力づくり、

連携等により、川崎の魅力をより高

め、市民のシビックプライドを醸成し

ます。

「シティプロモーション戦略プラン」に基づく下

記の各取組推進の結果、シビックプライド指

標は前年度を上回るも、「愛着」は目標6.5に

対し結果5.5、「誇り」は目標5.5に対し結果4.9

と、いずれも目標を下回った。

●PR事業者の活用、メディアミックスによる魅

力発信

●Twitterや動画等を活用した情報発信

●新型コロナウイルス関連情報発信（動画特

設ページ、子どもたちへのメッセージ等）

●ブランドメッセージポスターの制作及び市

内全域への展開

●都市ブランド推進事業の実施支援

32,505 23,514 4 P●●

6 40901020 国際交流推進事業
イベント

等

海外からの視察受入や国際交流協

会との連携により、行政だけでなく市

民による国際交流を推進します。

●瀋陽市との姉妹都市提携４０周年を記念し

た市長親書の交換、両市の高校生によるオン

ライン青少年交流等を実施

●ウーロンゴン市に対し、川崎ジュニア文化

賞大賞受賞者等によるビデオメッセージを作

製し、送付するなどの交流を実施

37,229 23,532 3 P●●

7 50101060
地方分権改革推進

事業
その他

自主的・自立的な行政運営に向けた

取組を推進するため、国に対して事

務・権限の見直し等に関する提案を

行います。また、県・市間の事務・権

限の見直し等に関する協議を行いま

す。

●他の指定都市等と共同で提案を行うなど、

地方自治体が協調した取組の推進

●「新たな地方分権改革の推進に関する方

針」の改訂

●国等に指定都市市長会や九都県市と連携

し要望活動を実施

724 737 3 P●●

8 50102010 広聴等事務

公聴及

び相談・

苦情申

し立ての

聴取等

車座集会での市長と市民との直接

対話のほか、手紙、FAX、メールなど

の身近な手段により、市政に対する

声を広く収集します。

また、市政に対する市民の意識を調

査するため、市民アンケートを実施

します。

●車座集会の実施（実績：年2回／目標：年8

回）

●市長への手紙による市民の声の収集（実

績：年4,059件／目標：1,200件）

●市民アンケートの実施（実績：年2回／目

標：年2回）

●広聴等業務に係るスキルアップ研修の実

施（効果を感じた受講者の割合　実績：86％

／目標：80％）

8,309 10,868 4 P●●

令和３年度の主な事務事業の評価結果一覧（総務企画局）

番

号

事務事業

コード
事務事業名

サービス

分類

事務事業の概要

（簡潔に記載）
主な取組の実績

事業費

（千円） 事業の

達成度

参考資料

掲載頁

①「政策体系別計画に記載

のある事務事業」及び「施策

を推進する経常的な事務事

業の中でも特に重要なものや

進捗に遅れのあるもの」を掲

載

②市民サービス等の分類を

記載

※分類区分

○施設の管理・運営

○補助・助成金

○イベント等

○表彰・顕彰・認定

○参加・協働の場

○公聴及び相談・苦情申し立

ての聴取等

○許認可等

○出版物等

○その他

③事務事業の概要を記載

④令和３年度に実施した主な

取組の実績を定量的な数字

を含めて記載

⑤令和３年度の予算額及び

決算額（見込）を記載

⑥事務事業の達成度を記載

※達成状況区分

１．目標を大きく上回って達成

２．目標を上回って達成

３．目標をほぼ達成

４．目標を下回った

５．目標を大きく下回った

⑦参考資料における当該事

務事業の評価シートの掲載

ページを記載

主な事務事業の評価結果一覧の見方 

令和３年度の主な事務事業の評価結果一覧は、各局が所管する事務事業のうち、「政策体系

別計画に記載のある事務事業」及び「施策を推進する経常的な事務事業の中でも特に重要な

ものや進捗に遅れのあるもの」を取りまとめ、個別に進捗状況をお示ししたものです。 

一覧の見方は次のとおりです。 
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